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に加速した（三根 2007）。代表的な OA ジャーナ
ルの出版社である BioMed Centralが創業するのは、
それからわずか 2年後の 2000年、代表的なメガ＝
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Laakso et al.（2011）によると、2009年の一年間
に掲載された OA の学術論文は約 191,000 本に達




摘は近年、幾つも報告されている（Solomon et al. 





















る割合を算出した Kurata et al.（2013）によると、




































PLoS は、その中にオープンアクセス誌 7 誌を
擁する出版団体で、主領域は生命科学。投稿者の
著者負担金（Net Author Fee Revenue）で運営され




＝ジャーナル Plos ONE は、概ね 70％前後の採択
率で、APC（Article Processing Charges: 論文出版加
工料）も 1,350 ドルと比較的安価に抑えられてい
る。また、リジェクト率が低い割に、インパクト
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ドする大学院の構築等」53 億円増の 255 億円が、
「産学連携による国際科学イノベーション拠点
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1) 本稿審査中の 2013 年 9 月 23 日、文部科学省産業
競争力会議の分科会で、国立大の現有教員約 6
万人のうち約 1 万人を対象に、2015 年度末まで
に年俸制の導入を進める方針が示された（同日付
日本経済新聞）。 





音書 13 章 12 節の記述「おおよそ、持つ者は与え
られていよいよ豊かになるが、持たざる者は、持
っているものまでも取り上げられてしまうであ
ろう（For whosoever hath, to him shall be given, and 
he shall have abundance: but whosoever hath not, 
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